





































































































































































































































































































18年度 19年 度 20年 度 21年度
常勤者数 388 438 463 518
離職者数 58 50 48 42
離職率 (%) 149 110 103 79
採用者数 78 94 66 93
新卒離職者数 6 7 6 6























18年 度 19年度 20年 度 21年度
平 均年齢 295 288 298 297
平 均経験 年数 69 61 67 68
産育休者数 13 15 23 45








































































































































































を導入,看護, 62 (ll) 57-60, 2010
2)藤野みつ子:スペシャリストのキャリア開発支援
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共通する内容は、 【社会資源不足によるデイケア継続の必要性】 、 【デイケア長期利用者-の支援の必要性】 、 【社
会資源充実によるデイケア必要性の検討】 、 【新たな対象-のデイケアの必要性】 、の4カテゴリーであった。異な
る内容は、県型保健所では【他施設のデイケア・自主グループの支援】 、 【関係機関との役割分担と支援システムの

























































































































































































































































































































































































































































































































能力】 【実践的な健康管理能力】 【支援者との交渉能力】の4つのカテゴリーが抽出された。先行要件として、 【一次
予防が必要な人々】 【二次・三次予防が必要な人々】の2つのカテゴリーが抽出された。帰結として、 【主体的な健康





















書き、計算」 「情報入手」 「知覚・認知・理解」 「分析・

































































































































































































































































〈先 行 要 件 〉
一 次 予 防 が 必 要 な 人 々 二 次 .三 次 予 防 が 必 要 な 人 々
.公 的 福 祉 の 対 象 で あ る 住 民 .社 会 的 少 数 者 の 患 者 .在 宅 療 養 を し て い る 患 者





















































日常生活の中での健康関連す報 の吟味 高山 智子控'005)
†報 をマネジメントする 福田 紀子(2008)
実 践的 な健 康管理 能 力
健康へ の意思決定
様々な†報 から健康への決定ができる NicoraJGray,PhD(2005)




























テ ー マ カテ ゴ リー サ ブ カテ ゴ リー 文 献
一 次 予 防 が 必 要 な
人 々
公 的 福祉 の 対 象であ る
住 民
少数民族 JenniferA Schlichtind2007)














二 次 .三次 予 防行 動が
必 要 な人 々








セJr7ティネットでの英語力が 限られた外来患者 RebeccaL SudoreCOTO)
ワーフアリン治療を受けている異民族 MargaretCFand2010)
アフリカ系アメリカ人で冠動脈疾患の既往がある人 SunilKnpalan(20O7)
(尺 度)によりヘルスリテラシーが低いとされ た50歳～70歳男性 RobertIVolk(2008)
機能白くなヘルスリテラシIが低い 2型糖尿病の患者 DeanSchilhngeK2∝)4)
慢 性疾患をもつ65歳以上 JulieAgazmararian(2003)
入 院 中の 患者
初発の消化器がん術前の 18歳以上男女 中神 克之.(2010)
18歳以上の心臓 病で入札 ている患者 AclnenneSha"2∝)9)













テ ー マ カテ ゴ リー サ ブカ テ ゴ リー 文 献
主 体 的 な 健 康 管 理 能 力 の
体 得
健 康 の 自 己管 理
慢 性疾患の患者が疾患をモニター できる JanetLWelc「tCOIO)
慢 性疾患の患者が症状を管理できる JanetLWelc「tCOIO)
血圧のコントロールがうまくいく AnialiUPandit(2009)
タイム リー な治療ができる MargaretCFand2010)












疾 患 の進 行 .蔓延 の 防 止
がんの早期発見 中神 克之.(2010!
感染の広がりを防ぐことができる DebraAMurphy(2010)
安 定 した 豊 か な 社 会 生 活
o m m










職業生活を含め快適で豊かな生活 福田 紀子 (2∞8)
QOLが向上する JonathanJBertler,MDJVIBAFACR(2010)
統 舌動 の 活 発 化 と社 会
制 度 の 安 定









労 働 力 労働力の確保 ValeneRJohnson(2010!
未 来 の 健 康 に 繋 が る
コミユ 二 テ ィの 発 達
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Concept development in nursing foundations, techniques
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6)大森純子:高齢者にとっての健康: 『誇りをもち続け
られること』農村地域におけるエスノグラフイ-か



































































































































































ない(0名) /利用した(5名) 」であった。 「育児
部分休業制度」は、 「知っている(5名) /知らない
(o名) /利用した(1名) 」であった。 「子の看護
休暇制度」は、 「知っている(3名) /知らない(2
名) /利用した(1名) 」であった。 「時間外労働制
限の制度」は、 「知っている(3名) /知らない(3
名) /利用した(0名) 」であった。 「深夜業制限の
制度」は、 「知っている(4名) /知らない(2名) /
利用した(0名) 」であった。 「勤務時間短縮の措










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Heart Association classification: NYHA分類) 、その
他に性別、年齢、発症後経過年数、既往歴、肥満指数
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心筋梗塞罷患後の身体活動量と自己管理行動の関連
の活動時間は1日平均約25分であり、 1ケ月目より2ケ月
? ? ? ? ? ? ? ?
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行なった時間は6. 3-109. 5分、 4Mets以上(通常歩行
より強い強度の活動を行なっていたことを示す)の活
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ドと38のサブカテゴリー、 11のカテゴリーに分類された。 11カテゴリーは【生命維持という視点】 【胃痩造設は早期退院の
手段】 【胃痩造設選択-の戸惑い】 【広い視野で胃痩ケアをサポートする】 【臨機応変なケアを行うためのスキル】 【意思疎通が困































































































































































































































































































































Home Care, 17 (32) , 275-281, 2009
5)石原美和　　「管理」があれば変わってくる;
高齢者介護施設一介護保険施設における看護職の

































































































































































































































質 第 1段階 第2段階 シンボル
問 表札 表札 マーク













































質 第 1段階 第 2段階 シンボル
問 表札 表札 マーク














































































































1) Sarah Burns&Chris Bulman : Reflective




3) KathleeB. Gaberson&Marilyn H. Oermann
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3) J.Dewey : How We Think, ll ,Henry Regency, 1933.
4)巨黒悟: 「看護教育を拓く授業リフレクション　教
える人の学びと成長」, ll,メヂカルフレンド社, 2010.
5, 7) KathleeB. Gaberson&Marilyn H. Oermann
Edition, 110-111 ,2006.












リーに分類した。その結果、実習内容は、 1. 【病棟看護必要度の査定】、 2. 【看護管理部-の報告・相談】、 3. 【看護の実際を把握し
調整】、 4. 【医師・他部門との連携】、 5. 【スタッフの把握と支援】、 6. 【物品管理】、 7. 【権限の委譲】の7カテゴリーが抽出された。
実習についての学びについては、 1. 【講義を聞いて実際を理解】、 2. 【管理者に必要な能力】、 3. 【こんな師長の元で働きたい】、 4.











































































































































の査定】、 2. 【看護管理部-の報告・相談】、 3. 【看護
の実際を把握し調整】、 4. 【医師・他部門との連携】、 5.






要度の確認)、 ② 《入棟審査)、 ③ (ベッドコントロー







このカテゴリーには、 (重く目標管理)、 ② (患者のベ
ッドサイド訪室)、 ③ (患者・家族の不安や苦情-の対
応)、 ④ (患者・家族の不安や苦情の処理)、 ⑤ (医療
安全)には感染予防も含まれる。また⑥ (外来看護-





























解】、 2. 【管理者に必要な能力】、 3. 【こんな師長の元













ステムの構築)、 ② (目標管理と現状分析・評価)、 ③
(コスト意識)、 ④ (権限委譲と譲れない業務のさじ加
演)、 ⑤ (コミュニケーション能力)、 ⑥ (データ収集
と統計処理)のラベルがあり、 [管理者としての基本的
素養]は、 (重く幅広い知識)、 ② (人を尊重する)、 ③ (公





重)、 ④ (頑張っていることを褒める)、 ⑤ (ポジティ
ブなフィードバック)のラベルがあった。























































































































































































































































390語)を抽出した。以下、 (  )は名詞および動
詞の出現頻度を示し、 【  】はカテゴリー、 《　)










































わる上での心構え) 、 (沈黙の効果) 、 (精神症状が患者
に与える影響) 、 (幅広い知識の必要性) 、 (患者を生活
者として理解する)が抽出できた。また、 《できる・で
きた)の構成要素は(精神障害者に対する先入観の払
戟) 、 (言葉以外の情報を読み取る) 、 (病的体験の理解) 、
(病状の幸田屋) 、 (患者の言葉の背景を汲み取る) 、 (共
感的な関わり)、 (心身相関の理解)、 (援助的関係の構





















































































































































2) Klaus Krippendorff : ContentAnalysis An













































































人に.その場に合った言動がとれることを塾 堪 コミュニケーシ ョンの重要性
表3. 《分かる・分かった)のコロケーション解析例




































































































2) Riggio R. E., Tucker J. : Social skills and deception ability. Personality and Social






5) OtsuH. : Anapproachto the studyofpressure sore. InSuzuki Y., SetaH. (Eds): Clinical
Nursing Intervention, 236-265, Ninon Academic Press. New York, 1966.
【電子文献の場合】
6) ABC看護学会: ABC看護学会投稿マニュアル　2003-01-23 (入手日)
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滋賀医科大学看護学ジャーナル第9巻第1号　査読者名
足立みゆき　　甘佐京子(滋賀県立大学人間看護学部)遠藤　善裕　　　太田　節子
岡山　久代　　桑田　弘美　　畑下　博世　　　平河勝美(京都市立看護短期大学)
宮松　直美　　森川　茂虞　　盛永　美保　　　安田　斎　　　　渡連　浩子
(敬称略、五十音順)
編集後記
皆様方の多大なお力添えによって、 『滋賀医科大学看護学ジャーナル第9号』を発刊する
運びとなった。お力添えを賜った多くの皆様方に心より厚く感謝申し上げたい。
本平成22年度より本学附属病院に看護臨床教育センターが発足し、本学では、看護学科
と附属病院看護部との連携はさらに強固なものとなっている。これらを踏まえ、今回は投稿規
程を大幅に変更した。主な変更点は、筆頭著者を本学看護学科と附属病院看護部の教職
員および看護学科の大学院生等に限定し、 『滋賀医科大学看護学ジャーナル』を、本学看
護学科と看護部教職員・大学院生の研究発表の場と定めたことである。また、臨床での看護
実践や臨地実習指導に尽力されている教職員の方々に、平素の看護実践や教育実践等の
報告をしていただくため、看護教育学系の学会誌に準拠し、論文の種類に「実践報告」を新
たに追加した。さらには、研究の倫理を重視する時代の変化に対応し、投稿規程と査読ガイ
ドラインに、論文には研究の倫理的配慮を明記する旨の内容を追加した。
この新たな試みに際し、学科長には巻頭言のご執筆をご依頼し、看護部長および看護臨
床教育センター准教授には特別寄稿をご依頼し、ご快諾をいただいた。極めてご多忙な中、
ご執筆くださった学科長、看護部長、看護臨床教育センター准教授、および投稿してくださ
った皆様方、査読をお引き受けくださった先生方に心より御礼申し上げる次第である。
紀要編集委員長　加藤　圭子
「滋賀医科大学看護学ジャーナル」編集委員
委　員　長　　加藤　圭子
委　　　　員　　久留島美紀子　藤井　広美　白坂真紀　番所　道代　遠藤知典
表紙デザイン　　高谷裕紀子
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